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１．全国（令和３年１２月・農林水産省牛乳乳製品の生産動向より）

ひょうごらくのうメモ 令和４年（２０２２）年２月号

２．兵庫県酪農協取扱い分（公共施設除く）
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 生乳生産量（千トン） 対前年比（％） 
令和 ３年 ４月 ６４３.６ １０１.５ 
令和 ３年 ５月 ６６９.９ １０１.９ 
令和 ３年 ６月 ６４０.６ １０２.８ 
令和 ３年 ７月 ６３９.２ １０１.８ 
令和 ３年 ８月 ６２８.２ １０３.４ 
令和 ３年 ９月 ６１３.３ １０４.１ 
令和 ３年１０月 ６３０.７ １０３.０ 
令和 ３年１１月 ６１４.１ １０３.４ 
令和 ３年１２月 ６４５.６ １０３.８ 
令和 ４年 １月   
令和 ４年 ２月   
令和 ４年 ３月   
令和 ３年度累計 ５,７２５.２ １０２.８ 

 

地 区
令和 ４年１月 年度累計 出荷農家

生乳生産量
（ｋｇ）

対前年比（％）
生乳生産量
（ｋｇ）

対前年比
（％）

戸 数

阪神地区 ６２７,３４９ １０２．３ ６,１１６,２２１ ９９．９ ２２

播州地区 ５６０,３４９ ６８．０ ５,７６７,９３６ ７０．６ ２１

丹但地区 ３２９,９９３ １００．６ ３,２０６,７３７ ９８．２ １６

淡路地区 １，８７３,５７４ １００．８ １８,０５０,１３６ １０１．７ ９２

合 計 ３，３９１,２６５ ９３．６ ３３,１４１,０３０ ９３．９ １５１
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出荷乳量の月別推移と年度比較（㎏）

令和３年度 令和２年度

3,391,265 3,624,913
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令和４年１月２８日（金）、ZoomによるWEB会議方式にて第９回理事会を理事６名、監事１
名の出席の下開催した。組合長挨拶の後、令和３年度生乳計画生産進捗状況、令和３年度１０月、
１１月起点限定決算状況、地区別懇談会の結果について報告し次の事項を協議した。

①不需要期乳製品保管支援緊急対策事業実施について
コロナ禍に伴い、生乳需給緩和における乳製品加工在庫の解消の為、中央酪農会議・指定団体

が緊急対策として不需要期に製造された脱脂粉乳についての保管料等経費に対する支援の取組を
実施。生産者負担として１月から３月の間、生乳１キロあたり４銭を拠出する内容を承認した。

②相続に伴う組合員加入の承認について
申込のあった組合員の加入を承認した。

③令和３年度事業分量配当について
令和３年度決算において、今期剰余金の発生具合により事業分量配当を行う事を決定した。
その他として、組合事業運営スリム化に関連し、組合機構の変更、また、乳質格付け変更、自

家育成奨励の新設を話し合い、次回理事会に協議する事とした。

【連絡事項】
近畿生乳販連・増産対策奨励事業（キロ当たり６０銭拠出）を令和４年度は休止することとな

りました。

（令和元年度からの事業実施により、一定程度の生乳生産が回復基調になる。反面、
コロナ禍が影響し、全国的な需給緩和による脱脂粉乳等の在庫が異常に積みあがる状況
になった為、需給及び乳製品在庫の環境が改善されるまでは当面休止すると近畿生乳販
連理事会において決定されました。）
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            北 海 道 乳 牛 産 地 情 報  

                

                                                                             （令和 4 年 2 月１日現在） 

 事務所 畜  種 相場（万円） 価格状況           管       内       状       況 

 
札幌 

 
 

管内 
 

育成牛(10-12 月令） 
 
 初妊牛 
 
 経産牛 

３０～４０ 
 

５７～６７ 
 

３５～４５ 

やや強含み 
 

やや強含み 
 

横這い 

札幌管内の 1 月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計で 103.4％、累計で 99.1％、苫小牧管内月計で 98.7％、累計で

98.9％の実績となっております。 

2 月の初妊牛動向といたしまして、4 月～5 月上旬分娩が中心となります。1 月の同地域乳牛市場は、横這いの相場展開をみせま

した。2 月の相場展開については春分娩が中心になるため、管内庭先購買におきましても、やや強含みで推移すると予想されま

す。出回り頭数は少ない地域ではありますが、優良牛や高能力牛の多い地域でもありますので、ご希望がございましたらお問合せ

ください。 

 
釧路  

 
 

管内  
 

 育成牛(10-12 月令）     
    
 初妊牛 
 
 経産牛 

３０～４０ 
 

６０～６８ 
 

４０～４５ 

やや強含み 
 

やや強含み 
 

やや強含み 

根釧管内の 1 月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計で 102.8％、累計で 102.3％、中標津管内月計で 104.9％、累計で
104.6％の実績となっております。 

2 月の初妊牛動向といたしまして、需要が多い 4 月産みの春分娩となってきますので、庭先購買価格はやや強含みで推移するも
のと思われます。腹別では F1 腹、和牛受精卵移植腹は堅調、雌雄選別腹はやや軟調で動くものと思われます。初妊牛の動きに合わ
せて、産歴の少ない経産牛もやや強含みの動きとなるものと思われます。育成牛につきましては、春産まれのものとなりますの
で、こちらも堅調に推移するものと思われます。 

 
帯広  

 
 

管内  
 

 育成牛(10-12 月令） 
 
 初妊牛 
 
 経産牛 

３５～４５ 
 

６０～７０ 
 

３５～４５ 

やや強含み 
 

やや強含み 
 

横這い 

帯広管内の 1 月中旬までの生乳生産量前年比は、帯広管内月計で 104.8％、累計で 104.5％の実績となっております。 

2 月の初妊牛動向といたしまして、4 月～5 月上旬分娩が中心となります。1 月の同地域乳牛市場は、上場頭数多かったこともあ

り、横這いの相場展開をみせました。2 月は春分娩の牛が中心になるため、管内庭先購買におきましてもやや強含みで推移すると

予想されます。資源状況としましては、雌雄選別腹・ F1 腹ともに十分に確保できるものと思われます。また、育成牛に関しまして

も、春産まれになるため、やや強含みの相場になると予想されます。  

 
道北  

 
 

管内  
 

育成牛(10-12 月令） 
 
 初妊牛 
 
 経産牛 

２６～３６ 
 

５７～６７ 
 

３５～４５ 

横這い 
 

やや強含み 
 

横這い 

道北管内の 1 月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計で 103.2％、累計で 100.5％、北見管内では月計で 104.6％、累計
で 103.3％の実績となっております。 

2 月の初妊牛動向といたしまして、4 月中旬～5 月分娩が中心になります。生乳生産抑制の影響はありますが、春分娩は一定の需

要があるため相場はやや強含みで推移すると予想されます。F1 腹の引合いは強く、雌雄選別腹の引合いは弱く動くと思われます。

経産牛について、出回り頭数は少なく、道内の引き合いは堅調なため、横這いで推移するものと思われます。育成牛も来年春産み

に期待できるため、堅調に推移するものと思われます。 

 
道内  

 
 

総括  
 

育成牛(10-12 月令）  
 
 初妊牛 
 
 経産牛 

３０～４０ 
 

６０～７０ 
 

３５～４５ 

 
やや強含み 

 
やや強含み 

 
横這い 

 

道内の 1 月中旬までの生乳生産量前年比は 104.0％、累計で 103.1％の実績となっております。道内では、積雪も多く最も寒い時
期を迎えております。 

2 月の初妊牛動向といたしまして、需要の強い 4 月分娩中心となります。年明けの相場としては、やや強含み相場予想でした
が、大きな相場の動きは無く横這いとなりました。 2 月については、各地域とも本格的な春分娩に移行してきますので、やや強含
みの相場展開を予想します。資源につきましては、引き続き潤沢であり購買しやすい環境となっております。購買計画がございま
したら、お早めに最寄りの弊会支所担当者までご相談頂き、ご希望に合った搾乳用素牛を庭先選畜購買中心により供給させて頂き
ますので宜しくお願い致します。 

                                                            

 ＊上記相場は、血統登録牛（中クラス）の庭先選畜購買による予想相場です。                                        全国酪農業協同組合連合会（全酪連）  

                                                           

  庭先選畜購買のため、市場購買とは異なります。                                                      札  幌  支  所 

                                                                               0 1 1 - 2 4 1 - 0 7 6 5          

 

  毎度、乳牛購買事業に大変ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。                                         《 各 事 務 所 電 話 番 号》 

  乳牛の導入計画がありましたら、最寄りの支所へご一報下さい。                                            釧路事務所  (0154)52-1232 

  担当者がお伺いし、最近の状況をご説明し、納得いただけるよう購買のお手伝いを致します。                              根室駐在員事務所  (0153)76-1877 

  また、購買後の輸送・事故処理は責任を持って最寄りの支所と札幌支所がお世話申し上げます。                               帯広事務所  (0155)37-6051 

道北事務所  (01654)2-2368 
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